
【
エ
チ
オ
ピ
ア
に
つ
い
て
】

エ
チ
オ
ピ
ア
と
い
う
国
に
つ

い
て
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

で
し
ょ
う
か
？
エ
チ
オ
ピ
ア
は

東
ア
フ
リ
カ
の
「
ア
フ
リ
カ
の

角
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
位
置

し
て
い
ま
す
。

人
口
は
１
億
９
２
２
万
人
と

日
本
と
同
程
度
、
面
積
は
１
０

９
、
７
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
日
本
の
３
倍
程
あ
り
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
、
マ
ラ
ソ
ン
が
有
名

で
、
ア
フ
リ
カ
で
唯
一
独
立
を

保
っ
た
国
で
あ
る
た
め
独
自
の

文
化
が
残
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
４
年
か
ら
２
０
１
７

年
ま
で
は
平
均
10

％
と
い
う
高

い
経
済
成
長
を
遂
げ
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
が
、
１
人
当
た
り
の

Ｇ
Ｎ
Ｉ
（
国
民
総
所
得
）
は
７

９
０
ド
ル
（
２
０
１
８
年
、
世

界
銀
行
、
１
０
０
５
ド
ル
以
下

は
低
所
得
国
に
該
当
）
と
、
人
々

の
収
入
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ

ん
。

【
活
動
紹
介
】

エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
郡
政
府
の

水
局
（
市
役
所
の
給
水
課
の
よ

う
な
も
の
）
に
所
属
し
、
手
洗

い
活
動
、
村
の
給
水
施
設
の
チ
ェ
ッ

ク
、
ロ
ー
プ
ポ
ン
プ
の
普
及
、

維
持
管
理
と
い
っ
た
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

エ
チ
オ
ピ
ア
の
給
水
率
は
58

％
と
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ

平
均
66
％
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

村
で
は
自
然
に
湧
き
出
た
水
を

そ
の
ま
ま
飲
ん
で
い
る
ケ
ー
ス

も
多
く
、
中
に
は
虫
が
混
じ
っ

た
水
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
苦
労
し
た
こ
と

【
ロ
ー
プ
ポ
ン
プ
の
設
置
】

ロ
ー
プ
ポ
ン
プ
設
置
に
あ
た

り
苦
労
し
た
の
は
、
水
局
の
同

僚
と
の
関
係
作
り
で
し
た
。
水

局
の
技
術
者
に
ロ
ー
プ
ポ
ン
プ

の
部
品
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
正
し
い
サ
イ
ズ
と
個
数
を

把
握
し
て
お
ら
ず
、
聞
く
た
び

に
違
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。技

術
者
に
「
こ
の
部
品
は
十

分
あ
る
よ
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、

「
本
当
に
？
ま
ず
は
一
緒
に
数

え
よ
う
」
と
返
す
と
「
な
ん
で

僕
を
信
じ
な
い
ん
だ
」
と
険
悪

な
雰
囲
気
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
エ
チ
オ
ピ
ア
人
は
プ

ラ
イ
ド
が
高
い
人
が
多
く
、
何

度
も
聞
く
こ
と
で
「
自
分
が
信

用
さ
れ
て
い
な
い
」
と
受
け
取
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

実
際
に
そ
の
部
品
を
数
え
る

と
５
個
し
か
な
く
、
そ
れ
で
も

「
ほ
か
の
場
所
に
あ
る
」
と
譲

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

「
あ
な
た
は
と
て
も
優
秀
な
技

術
者
だ
し
信
頼
し
て
い
る
。
た

だ
、
ロ
ー
プ
ポ
ン
プ
を
設
置
す

る
に
は
正
し
く
部
品
の
個
数
を

把
握
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
一

緒
に
確
認
し
て
ほ
し
い
」
と
私

の
考
え
を
伝
え
て
い
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
や
り
と
り
が
２
か
月

ほ
ど
続
き
、
よ
う
や
く
技
術
者

と
一
緒
に
す
べ
て
の
部
品
の
確

認
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
対
話
や
工
夫
を
繰
り

返
し
、
最
終
的
に
は
30
台
の
ロ
ー

プ
ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ロ
ー
プ
ポ
ン
プ

の
設
置
を
通
じ
て
お
互
い
の
考

え
方
や
事
情
を
理
解
し
あ
う
こ
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エチオピアの位置

エチオピアの食事

水中にいた虫

部品の保管所 給水施設の調査

部品管理のため作成したチェックリスト

水汲みに来る女性自然に湧き出た水

第4号議案 2019年度 埼玉大学けやき会予算案 6/30総会時修正、承認済み

繰越金の部

2019年6月29日 会計担当関根増男

（会計期間　2019年4月1日～2020年3月31日）

4,894,389

2019年度 2018年度実績

1,653,142

11

548,626

212,500

2,894,990

500,000

11

220,000

5,826,631

入学時生涯会費 2,480,1102,211,630

支出の部

項目

前回繰越金

入会費・寄付

利子

懇親・2次会

計

項目

HP管理費

会報費

収入の部

名簿費

事務費

寄附講座費

就職活動支援金

埼玉大学同窓会会費

2018年度実績

103,032

270,000

200,000

850,000

103,032

112,825

263,000

772,354

2019年度

220,000

総会費

懇親会・2次会費

30,216

ミニ同窓会費援助費

学部・学生支援費

242,932

9,758

86,427

20,000

2,894,980

1,999,409

30,216

180,432

100,000

ホームカミングデー費 150,000 0

8,000

繰越金（収入-支出） 3,374,951

78,433

会議費

計 2,451,680

70,000

120,000

50,000

200,000

180,432
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2019年度のけやき会総会は、埼玉大学大学会館で開催されました。

【概要】 1.期日 : ２０１９年６月２９日（土）

2.日程 : 13:30 ・記念講演：渡邊欣雄氏

（69年卒・東京都立大学名誉教授）

15:30 ・総会（大学会館 ３Ｆ）

16:00 ・懇親会（第2食堂職員食堂）

2 0 1 9 年 度 け や き 会 総 会 報 告

【総会】

活動・会計報告、活動計画など全議案が承認されました。
続いて、今回より創設された、けやき会学術奨励賞「けやき賞」が受賞者の井上直美さん、

冨塚祐さんへ贈呈されました。
また市橋教養学部長からの挨拶では、学部への寄付金・けやき会寄附講座に対しての謝辞が

ありました。
役員改選では一部役員の改選が行われ、また常任理事には新たに平野友紀氏（94年現社）が

加わりました。

【懇親会】
今回は大学会館隣接の第2食堂で行

われました。
現役学生を含め60名以上が出席。

とても賑やかな懇親会となりました。
稲葉雅美氏（92年哲思）の軽妙な

司会で楽しく懇談が進み、あっとい
う間の時間でした。

最後は恒例の記念撮影でお開きと
なりました。

懇親会終了後の集合写真

けやき賞授与（左：井上さん、右：冨塚さん）

■2次会
（北浦和東口 やるき茶屋）

その後北浦和へ移動、コース・
世代を超え、様々な職業・立場

の同窓生が親しく懇談しました。承認された予算



「
同
窓
会
を
飛
躍
の
年
に
！
」

昨
年
、
２
０
１
９
年
は
埼
玉

大
学
に
と
っ
て
特
別
な
年
に
な

り
ま
し
た
。

ま
ず
、
元
号
が
平
成
か
ら
令

和
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
と

と
も
に
、
埼
玉
大
学
は
創
立
70

周
年
の
イ
ベ
ン
ト
が
立
て
続
け

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
集
大

成
が
、
11

月
29

日
に
ロ
イ
ヤ
ル

パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
浦
和
で
開
催

さ
れ
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
式

典
・
祝
賀
会
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

式
典
で
は
、
山
口
学
長
の
挨
拶

に

始
ま

り
、

山

脇
文

部
科

学

審
議

官
、

大

野
埼

玉
県

知

事
、

永
田

国
立
大
学
協

会
長
・
筑
波

大
学
長
か
ら
、

祝
辞
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

多
数
の
国
会

議
員
、
協
賛

企
業
を
は
じ

め
、
県
内
の

経
済
人
２
４

０
名
の
出
席

は
、
迫
力
が

あ
り
ま
し
た
。

同
窓
会
関

係
で
は
、
10

月
26

日(

土)

、
第
９
回
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
学
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
「
つ
な
げ
よ
う

未
来
へ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、

４
人
の
同
窓
生
が
壇
上
に
立
ち

ま
し
た
が
、
う
ち
３
人
が
、
教

養
学
部
と
大
学
院
の
卒
業
生
で
、

世
界
で
活
躍
す
る
け
や
き
会
同

窓
生
の
勇
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

け
や
き
会
の
活
動
と
し
て
は
、

６
月
29
日
に
、
総
会
が
行
わ
れ
、

そ
れ
に
先
立
つ
講
演
会
で
は
、

同
窓
生
の
渡
邊
欣
雄
氏
（
東
京

都
立
大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
る

「
風
水
思
想
と
日
本
」
と
題
す

る
興
味
深
い
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。我

が
国
に
お
け
る
風
水
思
想

の
起
源
は
古
く
、
７
世
紀
に
百

済
か
ら
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、

藤
原
京
、
平
城
京
、
平
安
京
の

立
地
に
ま
で
影
響
を
与
え
た
こ

と
が
、
分
か
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
学
部
・
大
学
院

で
優
れ
た
研
究
成
果
を
あ
げ
た

学
生
に
対
し
て
、
新
設
の
け
や

き
会
学
術
奨
励
賞
「
け
や
き
賞
」

が
、
金
５
万
円
を
添
え
て
２
名

に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

け
や
き
会
の
役
割
は
、
大
き

く
（
１
）
会
員
相
互
の
親
睦
を

図
る
こ
と
と
（
２
）
在
学
生
を

支
援
す
る
な
ど
し
て
母
校
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
（
け
や
き

会
会
則
）
で
す
が
、
（
１
）
に

つ
い
て
は
、
６
月
の
総
会
・
講

演
会
・
懇
親
会
と
10

月
の
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
、
そ
の
役

割
を
主
に
果
た
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
に
つ
い
て
は
、
け
や
き

会
主
催
の
大
学
寄
附
講
座
「
経

済
事
情
」
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、

学
生
の
教
育
に
も
大
き
く
寄
与

し
て
来
ま
し
た
。
履
修
生
と
な
っ

て
授
業
を
受
講
す
る
学
生
の
数

は
、
他
学
部
生
を
入
れ
て
、
ゆ

う
に
１
０
０
人
を
超
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
か
ら
は
、
こ

れ
ま
で
手
薄
で
あ
っ
た
就
職
活

動
支
援
の
た
め
、
独
自
に
活
動

し
て
い
た
「
就
活
ゼ
ミ
」
と
提

携
し
て
、
け
や
き
会
の
別
組
織

と
す
る
こ
と
で
、
大
き
く
テ
コ

入
れ
が
図
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
成
果
の
一
つ
が
、

２
月
16
日
に
行
わ
れ
た
社
会
人
・

卒
業
生
に
よ
る
在
学
生
・
就
活

生
の
た
め
の
就
職
相
談
会
「
Ｏ

Ｂ
Ｏ
Ｇ
交
流
会
」
の
実
施
で
し

た
。
今
後
と
も
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
て
、
在
学
生
・
就
活

生
の
要
望
に
応
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
、
け
や
き
会
は
、
埼

玉
大
学
と
と
も
に
、
教
養
学
部

と
そ
の
卒
業
生
と
と
も
に
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
同
窓
会
の
場
所
で

あ
り
た
い
と
常
々
考
え
て
お
り

ま
す
。

次
の
８
０
周
年
に
向
け
て
、

こ
れ
か
ら
も
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
日
々
努
力
を
重
ね
る
つ
も

り
で
す
。
会
員
（
教
員
、
在
学

生
、
卒
業
生
）
の
皆
さ
ま
に
は
、

温
か
い
ご
声
援
と
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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会
長
あ
い
さ
つ

け
や
き
会
会
長

岡
田

道
程

創立70周年記念式典（ロイヤルパインズホテル浦和）

創立70周年記念シンポジウム

ホームカミングデー・国際シンポジウム

就活ゼミ(OBOG交流会）

卒
業
生
に
よ
る
就
職
相
談
会

を
開
催

２
０
２
０
年
２
月
16
日
（
日
）
、

け
や
き
会
と
「
就
活
ゼ
ミ
」
主

催
で
、
卒
業
生
に
よ
る
在
学
生
・

就
活
生
の
た
め
の
就
職
相
談
会

「
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
交
流
会
」
が
、
教

養
学
部
棟
３
階
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

初
め
て

の

試

み
で
し

た

が
、
卒
業
生
・

社
会
人
が
20

数

名
来
て

く

れ

ま
し
た

。

実
は
、
12

月

に

行
わ
れ

た

就
活
ゼ
ミ
で
、
就
活
生
に
聞
い

た
と
こ
ろ
、
と
に
か
く
年
度
内

に
開
い
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
の
で
、
就
活
ゼ
ミ
の
卒

業
生
が
中
心
に
な
っ
て
、
打
ち

合
わ
せ
を
重
ね
、
二
ヶ
月
足
ら

ず
で
実
現
ま
で
こ
ぎ
着
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
準
備
に
少

な
く
と
も
一
年
は
か
か
る
と
こ

ろ
、
文
字
ど
お
り
突
貫
工
事
で

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
卒
業
生
、
と
言
っ

て
も
ま
だ
若
く
、
卒
業
し
た
て

の
二
〇
代
か
ら
三
〇
代
半
ば
ま

で
で
す
が
、
こ
の
日
は
企
業
を

代
表
し
て
来
て
お
り
、
学
生
・

就
活
生
と
の
面
談
を
熱
心
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。

参
加
し
て
く
れ
た
企
業
・
公

共
団
体
は
、
以
下
の
通
り
。
ク

ボ
タ
、
毎
日
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、

フ
ジ
ク
ラ
、
住
友
電
工
、
武
蔵

野
銀
行
、
Ｎ
Ｏ
Ｋ
、
片
岡
物
産
、

ク
ラ
ウ
ン
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
国

立
文
化
財
機
構
、
フ
ジ
タ
、
埼

玉
り
そ
な
銀
行
、
ソ
ニ
ー
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
、
日
本
精
工
、
フ
ジ
パ
ン
、

大
学
生
協
、
さ
い
た
ま
市
な
ど
。

当
日
は
、
日
曜
日
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
埼
玉
大
学
副
学
長
の

重
原
先
生
、
教
養
学
部
の
野
中

先
生
が
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
昨
年
よ
り
、
け
や
き

会
の
活
動
に
正
式
に
組
み
込
ま

れ
た
「
就
活
ゼ
ミ
」
と
そ
の
成

果
と
も
言
え
る
卒
業
生
Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｇ
に
よ
る
就
職
相
談
会
が
、
学

部
や
大
学
か
ら
も
注
目
さ
れ
て

い
る
と
言
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。

引
き
続
き
、
４
月
12

日
に
、

第
２
回
の
就
職
相
談
会
も
企
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

毎
年
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て

ゆ
く
た
め
に
は
、
ぜ
ひ
三
〇
代

～
五
〇
代
の
卒
業
生
に
も
加
わ
っ

て
も
ら
い
、
就
職
相
談
会
、
も

し
く
は
在
学
生
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
訪

問
の
際
に
は
、
相
談
に
乗
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
場
を
借
り
て
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

(

岡
田

道
程
）

初
め
ま
し
て
。
「
就
活
ゼ
ミ
」

の

石

澤

と

申

し

ま

す

。

現

在

「
就
活
ゼ
ミ
」
で
は
、
教
養
学

部
生
を
中
心
に
、
全
て
の
埼
大

生
の
就
活
支
援(

公
務
員
志
望
・

大
学
院
進
学
・
海
外
留
学
含
む)

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
概
要
と
し
て
は
、
12

月
～
6
月
の
期
間
に
、
月
に
1

～
2
回
ほ
ど
、
埼
玉
大
学

教

養
学
部
棟

33

番
教
室
に
て
、

全
メ
ン
バ
ー
２
０
０
人
以
上
で

活
動
し
て
お
り
ま
す
。
「
就
活

ゼ
ミ
」
の
こ
れ
ま
で
の
実
績(

過

去)

、
今
年
の
取
り
組
み(

現
在)

、

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン(

未
来)

の
3

点
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

１
こ
れ
ま
で
の
実
績

活

動

期

間

は

今

年

で

9

年

目

と

な

り

、

こ

の

間

、

90

人

以

上

の

就

活

生

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
き
ま
し
た
。

出
身
者
は
、
大
手
自
動
車
会

社
・
ク
ボ
タ
・
ヤ
マ
ト
運
輸
・

Ｊ
Ｔ
Ｂ
・
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
・

オ
ー
ト
リ
ブ
・
フ
ジ
ク
ラ
・
住

友
重
機
械
・
Ｎ
Ｏ
Ｋ
・
ニ
ュ
ー

ジ
ェ
ッ
ク
・
国
立
文
化
財
機
構
・

さ
い
た
ま
市
・
東
京
都
港
区
＆

練
馬
区
な
ど
に
内
定
＆
勤
務
し

て
お
り
ま
す
。

「
就
活
ゼ
ミ
」
の
ビ
ジ
ョ
ン

は
以
下
と
な
り
ま
す
。

◇
就
活
ゼ
ミ
の
ビ
ジ
ョ
ン

・
毎
年
卒
業
す
る
約
千
人
の
埼

大
生
が
、
「
の
び
の
び
自
由
」

に
自
分
ら
し
さ
を
最
大
限
発
揮

で
き
る
よ
う
に
全
面
的
に
支
援

す
る(

民
間
就
活
・
公
務
員
・
大

学
院
進
学
・
海
外
留
学
な
ん
で

も
OK)

・
埼
大
卒
業
後
も
、
定
期
的
に

集

ま

れ

る

ア

ッ

ト

ホ

ー

ム

な

「
場
」
を
作
り
、
参
加
メ
ン
バ
ー

自
分
自
身
も
ど
ん
ど
ん
成
長
す

る(

参
加
メ
ン
バ
ー
は
、
卒
業
生
・

埼
玉
大
学

全
学
部
＆

大
学
院
・

全
学
年
・

他
大
学
全

て
OK)

・
後
輩
は

先
輩
の
支
援
に
感
謝
し
、
自
身

が
お
世
話
に
な
っ
た
感
謝
を
、

下
の
世
代
の
後
輩(
同
級
生
の
友

人
も
含
む)

に
必
ず
還
元
す
る

２
今
年
の
取
り
組
み

ま
ず
、
例
年
同
様
に
、

①
履
歴
書(

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト)

添
削

②
面
接
練
習(

個
人
面
接
＆
集
団

面
接)

③
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
練
習

④
社
会
人
の
プ
レ
ゼ
ン
＆
就
活

ア
ド
バ
イ
ス

⑤
OB
OG
の
紹
介(

１
０
０
人
以
上

紹
介
可
能
。
メ
リ
ッ
ト
大)

を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
初
め
て
の
取
り

組
み
と
し
て
、
２
月
16

日
に
第

1
回
目
の
「
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
交
流
会
」

を
開
催
し

ま
し
た
。

社
会
人
＆

内
定
者
の

先
輩
が
20

人
以
上
参

加
し
、
後

輩
の
就
活
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け
や
き
会
の
就
活
応
援

同
窓
会
な
ら
で
は
の
活
動
の
ひ
と
つ
、
就
職
活
動
支
援
。

こ
の
一
年
で
大
き
く
展
開
し
て
い
ま
す
！

「
就
活
ゼ
ミ
」
へ
の

協
力
の
お
願
い

け
や
き
会
就
活
ゼ
ミ

実
行
委
員
長

石
澤

和
也

(

国
際
関
係
論
専
攻

２
０
１
０
年
卒)

エントリーシート対策・添削

共に就活を乗越えた仲間

ＯＢＯＧ交流会

就活生の相談にのる先輩



江
戸
川
が
東
京
湾
に
注
ぎ
込

む
辺
り
、
三
角
州
の
よ
う
な
土

地
に
行
徳
の
町
が
あ
る
。
か
つ

て
行
徳
は
徳
川
幕
府
が
奨
励
し

た
塩
の
産
地
と
し
て
、
ま
た
そ

れ
を
積
み
出
す
湊
と
し
て
栄
え

た
町
で
あ
る
。

行
徳
の
河
岸
は
、
江
戸
川
を

通
じ
て
野
田
、
銚
子
か
ら
の
味

噌
・
醤
油
な
ど
を
日
本
橋
へ
運

ぶ
舟
運
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
江

戸
期
に
は
、
芭
蕉
、
一
茶
、
十

返
舎
一
九
な
ど
文
人
も
多
く
来

訪
し
、
ま
た
成
田
山
新
勝
寺
の

成
田
講
の
出
発
地
と
し
て
大
変

賑
わ
っ
た
。

徳
川
幕
府
か
ら
塩
田
の
庇
護

を
受
け
、
天
領
と
な
っ
た
行
徳

は
、
塩
田
に
携
わ
る
者
だ
け
で

な
く
、
運
送
業
、
旅
籠
な
ど
へ

も
潤
い
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ

は
「
行
徳
千
軒
、
寺
百
軒
」
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
こ
の
狭
い
地
域

に
多
く
の
寺
院
や
神
社
が
建
て

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
木
地
師
、

彫
師
、
塗
師
、
仏
師
な
ど
の
多

く
の
職
人
が
こ
の
地
に
居
着
い

た
。
や
が
て
明
治
期
に
は
、
そ

の
職
人
の
技
（
木
彫
、
塗
り
、

金
箔
、
彫
金
な
ど
）
を
生
か
し
、

神
輿
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。

神
輿
は
、
明
治
維
新
ま
で
は
、

神
社
の
宮
神
輿
だ
け
で
町
内
神

輿
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
宮
神

輿
は
主
に
宮
大
工
が
制
作
し
て

い
た
。
神
社
の
祭
り
は
、
山
車

が
主
体
で
あ
り
、
神
輿
は
隊
列

を
組
ん
で
ゆ
っ
く
り
と
渡
御
す

る
形
で
あ
っ
た
。
廃
仏
毀
釈
、

王
政
復
古
は
、
寺
院
の
衰
退
を

招
き
、
反
対
に
神
事
・
祭
礼
の

復
活
で
も
あ
っ
た
。

行
徳
の
仏
師
浅
子
周
慶
は
、

そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
で
、

明
治
十
年
、
荒
川
区
の
素
戔
雄

神
社
の
本
社
神
輿
を
初
め
て
制

作
し
た
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
、

平
成
を
通
じ
て
、
江
戸
神
輿
の

数
は
、
四
千
基
ほ
ど
で
、
そ
の

内
の
約
二
千
基
が
行
徳
で
作
ら

れ
、
そ
の
半
数
が
浅
子
神
輿
の

作
と
い
わ
れ
る
。
浅
子
周
慶
は
、

創
業
五
〇
〇
年
と
も
い
わ
れ
、

当
主
は
代
々
浅
子
周
慶
を
名
乗

り
、
神
仏
具
の
制
作
を
家
業
と

し
て
い
た
。

特

に

、

十

三

代

浅

子

周

慶

（
一
八
五
九
～
一
九
一
一
）
は
、

仏
師
と
し
て
名
を
馳
せ
た
名
工

で
、
成
田
山
新
勝
寺
、
中
山
法

華
経
寺
、
池
上
本
門
寺
の
御
用

達
仏
師
で
あ
っ
た
。
明
治
以
後
、

神
輿
づ
く
り
が
盛
ん
に
な
り
、

浅
子
周
慶
は
十
六
代
ま
で
続
い

た
が
、
平
成
十
九
年
に
後
継
者

が
な
く
て
、
止
む
無
く
廃
業
し

た
。こ

の
浅
子
神
輿
の
店
舗
は
昭

和
四
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

桟
瓦
屋
根
の
切
妻
二
階
建
の
重

厚
な
建
物
と
し
て
、
平
成
二
十

二
年
に
国
の
有
形
文
化
財
に
登

録
さ
れ
た
。
こ
の
建
物
が
、
昨

年
七
月
、
行
徳
の
歴
史
と
文
化

の
資
料
館
「
行
徳
ふ
れ
あ
い
伝

承
館
」
と
し
て
開
館
し
た
。

十
三
代
浅
子
周
慶
は
、
私
の

祖
父
で
あ
り
、
浅
子
神
輿
店
は

母
の
生
家
で
あ
る
。
一
昨
年
、

こ
の
「
行
徳
ふ
れ
あ
い
資
料
館
」

の
設
立
計
画
に
あ
た
り
、
市
川

市
か
ら
浅
子
周
慶
に
関
す
る
歴

史
的
資
料
や
展
示
品
の
収
集
を

依
頼
さ
れ
た
。

短
期
間
で
あ
っ
た
が
、
先
祖

が
製
作
し
た
仏
像
や
神
輿
を
調

査
し
、
写
真
・
資
料
を
纏
め
、

何
と
か
オ
ー
プ
ン
日
に
間
に
合

わ
す
こ
と
が
で
き
た
。
時
間
に

追
わ
れ
る
厳
し
い
作
業
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
「
行
徳
ふ
れ
あ
い

伝
承
館
」
の
完
成
は
、
我
が
先

祖
に
と
っ
て
も
大
い
に
喜
び
で

あ
ろ
う
。
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同
窓
生
か
ら

広
く
各
地
で
活
躍
す
る

同
窓
生
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

行
徳
ふ
れ
あ
い
伝
承
館

峰
崎

進

（
72
年
卒
・
文
化
人
類
学
）

浅子神輿店製作の

富岡八幡宮の神輿

埼
玉
大
学
が

よ
り
一
層
輝
く
た
め
に

埼
玉
大
学
基
金
は
、
２
０
１

９
年
11

月
よ
り
寄
附
の
目
的
区

分
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
目
的
区
分
を

１
．
埼
大
み
ら
い
基
金

２
．
冠
奨
学
金
基
金

３
．
埼
玉
大
学
修
学
サ
ポ
ー
ト

基
金

と
し
、
さ
ら
な
る
埼
玉
大
学
の

機
能
強
化
、
学
生
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
是
非
と
も
ご

理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

埼玉大学基金へ
ご協力を！

↑
ホームページ。

または

「埼玉大学基金」

で検索してくだ
さい。

10

月
26

日(

土)

、
秋
晴
れ
の

中
、
第
９
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
が
学
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
ち
ょ
う
ど
埼
玉
大
学

創
立
70

周
年
記
念
事
業
と
い
う

こ
と
で
、
特
別
に
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
企
画
さ
れ
、
世
界
で

活
躍
す
る
同
窓
生
の
加
藤
基
さ

ん(

元
ガ
ボ
ン
大
使)

、
ア
ミ
ン

さ
ん(

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
工
科
大

学
教
授)

、
金
京
浩
さ
ん(

Ｊ
Ｅ

Ｔ
Ｒ
Ｏ
北
京
事
務
所
・
中
国)

、

原
さ
つ
き
さ
ん(

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年

海
外
協
力
隊
・
エ
チ
オ
ピ
ア
滞

在)

を
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
迎
え
、

国
際
貢
献
す
る
同
窓
生
の
姿
に
、

大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

中
で
も
加
藤
さ
ん
、
金
さ
ん
、

原
さ
ん
の
３
人
は
、
教
養
学
部

か
大
学
院
の
卒
業
生
で
、
よ
り

身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
本
学
の
創
立

70

周
年
に
合
わ
せ
て
記
念
品
と

し
て
、
埼
玉
大
学
同
窓
会
（
栩

木

会

長

）

か

ら

山

口

学

長

に

「
埼
玉
大
学
70

年
の
歩
み
」
の

パ
ネ
ル
が
贈
ら
れ
る
セ
レ
モ
ニ
ー

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
「
70

年

の
歩
み
」
の
パ
ネ
ル
は
、
図
書

館
１
階
の
フ
ロ
ア
左
に
置
か
れ

て
い
ま
す
の
で
、
お
越
し
の
際

に
は
是
非
、
写
真
と
年
代
記
で

綴
る
６
メ
ー
ト
ル
の
長
い
パ
ネ

ル
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
埼
玉
大
学
「
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
」
は
、
数
年
前
よ

り
、
毎
年
、
埼
玉
大
学
と
同
窓

会
の
共
催
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
講
演
と
懇
親
会
が
10

月
下
旬
の
土
曜
日
に
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
同
窓
生
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
け
や
き
会
の
皆
さ

ま
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
８

月
以
降
申
し
込
め
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
同
窓
会
の
基

金
を
も
と
に
完
成
し
た
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ジ
デ
ン
ス
）
の

お
披
露
目
も
、
午
前
中
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
埼
玉
大
学
が
、
５

０
０
人
を
超
え
る
外
国
人
留
学

生
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
国
際
化

し
て
い
る
姿
を
実
感
し
ま
し
た
。

埼
玉
大
学
が
創
立
70

周
年
記

念
の
特
定
重
点
事
業
と
し
て
建

設
を
進
め
て
い
た
、
留
学
生
・

日
本
人
学
生
混
住
型
の
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ジ
デ
ン
ス
の
工

事
が
完
了
、
10

月
26

日(

土)

に

完
成
披
露
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

披
露
会
当
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
埼
玉
大
学
基
金
に
ご
寄

附
を
い
た
だ
い
た
方
々
や
関
係

機
関
及
び
学
内
関
係
者
、
約
60

名
の
臨
席
の
も
と
盛
会
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
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2020年の
ホームカミングデーは

10月31日(土)<予定>
お待ちしています！

※日程は予定です。

日程および催しの詳細は埼玉大学

または、けやき会のホームページ

をご覧ください。

全学同窓会から70周年記念で贈られた

『70年の歩み』のパネル(図書館に設置）

2019年10月26日(土)

ホームカミング
デー

教養学部ＯＢが大活躍の
国際シンポジウム開催！

埼玉大学創立７０周年記念事

国際シンポジウム

司会も務めた加藤 基さ

ん(埼玉大学フェロー、

元ガボン大使／教養学

部卒)

栩木埼玉大学同窓会長(右側)

から山口学長へ創立70年変遷

パネル記念品の目録贈呈

歓迎会・懇親会の司会を

担当した放送研究会の宮

本日向子さん（日本・ア

ジア文化専修）

埼
玉
大
学

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ジ
デ
ン
ス

完
成

留
学
生
・
日
本
人
学
生
混
住
型
！

Ｎ
Ｅ
Ｗ
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あ
っ
ち
こ
っ
ち

同
窓
生
・
大
学
・
・

い
ろ
ん
な
ニ
ュ
ー
ス

を

完成披露会・テープカット



こ
の
度
新
設
さ
れ
た
け
や
き

賞
の
第
1
回
受
賞
者
に
選
出
い

た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
け
や

き
会
の
皆
様
と
、
ご
推
薦
し
て

い
た
だ
い
た
教
養
学
部
の
諸
先

生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
の
専
攻
は
、
19

世
紀
末
か

ら
20

世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
語
圏

の
ユ
ダ
ヤ
史
、
そ
の
中
で
も
特

に
シ
オ
ニ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
、

ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
運
動
で
す
。

２
０
１
９
年
現
在
、
埼
玉
大

学
に
ユ
ダ
ヤ
史
を
専
門
に
さ
れ

て
い
る
先
生
は
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
卒
業
研

究
や
大
学
院
入
学
後
の
研
究
は
、

自
分
の
関
心
に
応
じ
て
自
由
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

点
が
埼
玉
大
学
教
養
学
部
／
大

学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
の

魅
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
い
っ
た
場
合
、
大
学
の
外

に
出
て
自
身
の
専
攻
に
関
す
る

議
論
が
交
わ
さ
れ
る
学
会
等
に

参
加
す
る
必
要
性
が
お
の
ず
と

大
き
く
な
り
ま
す
が
、
首
都
圏

と
近
い
ゆ
え
、
そ
れ
ほ
ど
苦
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

あ
る
い
は
学
内
で
開
講
さ
れ

る
、
専
攻
と
内
容
が
少
な
か
ら

ず
離
れ
た
授
業
や
議
論
に
触
れ

る
機
会
が
増
え
ま
す
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
分
野
に
お
い
て
も
自

身
の
関
心
と
照
ら
し
合
わ
せ
つ

つ
提
示
さ
れ
る
問
題
を
考
え
る

こ
と
は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
重
要

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
も
言
え
ま

す
し
、
幅
広
い
領
域
に
触
れ
る

こ
と
そ
の
も
の
も
自
身
の
研
究

に
深
み
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
物
理
的
な
首
都
圏

と
の
近
さ
と
、
首
都
圏
の
喧
騒

を
感
じ
ず
の
び
の
び
と
研
究
を

進
め
る
こ
と

が
で
き
る
と

い
う
雰
囲
気

と
い
っ
た
意

味
で
の
遠
さ

の
共
存
が
埼

玉
大
学
の
魅

力
で
あ
る
と

感
じ
ら
れ
ま

す
。ま

た
、
授
業
や
研
究
指
導
が

少
人
数
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
魅

力
の
ひ
と
つ
と
言
え
ま
す
。
専

門
科
目
の
み
な
ら
ず
語
学
な
ど

の
ひ
と
り
で
は
進
め
に
く
い
勉

強
も
、
学
生
の
レ
ベ
ル
や
疑
問

を
的
確
に
見
抜
い
て
く
だ
さ
る

先
生
方
の
丁
寧
な
指
導
を
受
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
着
実
に
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
研
究
指

導
に
関
し
て
も
、
先
生
方
の
ご

専
門
と
自
身
の
関
心
が
近
く
な

く
と
も
示
唆
に
富
む
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
、
こ

れ
も
少
人
数
で
指
導
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
ゆ
え
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
私
は

大
学
院
進
学
時
に
教
養
学
部
か

ら
人
文
社
会
科
学
研
究
科
へ
と

進
む
形
で
、
埼
玉
大
学
に
残
る

こ
と
を
選
び
ま
し
た
。

埼
玉
大
学
教
養
学
部
は
、
大

学
受
験
や
予
備
校
の
世
界
で
は

「
中
堅
」
と
し
て
評
価
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
正
直
、
学
生
か
ら
は
「
所

詮
埼
玉
大
学
だ
か
ら
」
と
い
う

声
も
聞
こ
え
な
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
偏
差
値

を
基
準
に
し
た
、
大
学
入
学
時

の
「
頭
の
良
さ
」
を
、
入
学
後

も
ず
っ
と
引
き
ず
る
必
要
は
な

い
で
し
ょ
う
。
埼
玉
大
学
に
は

埼
玉
大
学
の
、
教
養
学
部
に
は

教
養
学
部
の
魅
力
が
あ
る
こ
と

は
確
か
で
す
。
そ
う
し
た
環
境

を
ど
の
よ
う
に
使
い
ど
の
よ
う

に
育
つ
か
は
学
生
次
第
で
す
。

「
所
詮
埼
玉
大
学
だ
か
ら
」
と

斜
に
構
え
る
必
要
は
な
く
、
考

え
る
べ
き
は
埼
玉
大
学
で
の
時

間
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
か
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
す

す
ん
で
埼
玉
大
学
を
選
ぶ
、
と

い
う
選
択
肢
は
も
っ
と
声
を
大

に
し
て
言
っ
て
よ
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

２
０
１
７
年
４
月
、
私
は
あ

る
種
の
覚
悟
を
し
て
こ
の
埼
玉

大
学
教
養
学
部
に
３
年
次
編
入

し
た
。
そ
れ
は
、
私
が
小
学
生

２
人
を
抱
え
る
母
で
あ
り
，
社

会
人
学
生
で
あ
る
た
め
、
孤
独

な
２
年
間
に
な
る
だ
ろ
う
と
い

う
覚
悟
で
あ
っ
た
。

自
分
が
学
び
直
し
た
い
「
日

本
語
学
」
、
「
日
本
語
教
育
学
」

に
没
頭
す
れ
ば
よ
い
、
そ
し
て

そ
れ
を
日
本
語
教
育
の
現
場
に

戻
っ
て
生
か
せ
れ
ば
よ
い
、
そ

の
よ
う
に
考
え
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
覚
悟
は
す
ぐ

に
無
用
の
も
の
と
な
っ
た
。
在

学
生
た
ち
は
、
毎
年
、
春
に
な

る
と
教
室
に
見
慣
れ
な
い
姿
が

増
え
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、

「
あ
あ
、
編
入
生
な
ん
だ
な
」
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けやき会学生顕彰

第一回けやき賞

特別優秀な在学生を称え、そ

の研究活動を後押しすべく昨

年より創設された『けやき賞』

その第一回は、冨塚祐さん、

井上直美さんが受賞されまし

た。お二人のメッセージを紹

介します。

埼
玉
大
学
と
い
う

積
極
的
な
選
択

冨
塚

祐

埼
玉
大
学
大
学
院

人
文
社
会
科
学
研
究
科

文
化
環
境
専
攻
博
士
前
期
課
程
1
年

２
０
１
８
年
度
教
養
学
部

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
文
化
専
修

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
専
攻
卒
業

教
養
学
部
と
私

井
上

直
美

埼
玉
大
学
大
学
院

人
文
社
会
科
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程

国
際
日
本
ア
ジ
ア
専
攻

1
年

と
ご
く
自
然
な
雰
囲
気
で
そ
れ

と
な
く
色
々
教
え
て
く
れ
た
。

そ
し
て
、
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
同
じ
よ
う
に
編
入
す

る
仲
間
と
出
会
え
た
こ
と
、
少

人
数
の
演
習
、
講
義
な
ど
で
世

代
、
国
籍
、
専
門
を
超
え
て
た

く
さ
ん
の
仲
間
に
恵
ま
れ
た
こ

と
も
大
き
か
っ
た
。

日
が
経
つ
に
つ
れ
、
顔
見
知

り
も
増
え
、
教
室
で
も
「
隣
、

い
い
で
す
か
」
と
声
を
か
け
て

も
ら
っ
た
り
、
卒
論
の
話
、
就

活
の
苦
労
話
、
部
活
や
サ
ー
ク

ル
の
話
を
聞
い
た
り
と
、
自
分

で
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
第

２
の
学
生
生
活
と
な
っ
て
い
っ

た
。少

し
慣
れ
て
き
た
３
年
前
期

の
あ
る
日
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

た
。
２
限
の
授
業
後
、
私
は
机

の
横
に
小
さ
な
サ
ブ
バ
ッ
ク
を

掛
け
た
ま
ま
次
の
授
業
に
向
か
っ

て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
、
そ
れ

に
気
が
付
い
た
男
子
学
生
が
周

り
の
学
生
た
ち
に
も
声
を
か
け

て
、
私
の
履
修
し
て
い
る
次
の

科
目
の
教
室
を
突
き
止
め
、
わ

ざ
わ
ざ
届
け
て
く
れ
た
の
だ
。

そ
の
時
は
、
皆
に
受
け
入
れ
て

も
ら
え
た
気
が
し
て
、
非
常
に

嬉
し
く
、
あ
り
が
た
か
っ
た
の

を
覚
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

１
つ
だ
け
で
は
な
く
、
ま
さ
に

様
々
な
方
の
支
え
が
あ
っ
て
の

２
年
間
で
あ
っ
た
。
教
養
学
部

の
こ
の
多
様
性
を
認
め
る
風
土

は
、
私
の
よ
う
な
社
会
人
学
生

に
は
特
に
身
に
染
み
て
強
く
感

じ
ら
れ
る
。

中
に
い
る
と
当
た
り
前
の
よ

う
に
感
じ
る
が
、
そ
う
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
長
い
時
間
を
か
け

て
、
先
生
方
、
先
輩
方
が
築
い

て
き
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
が
、

こ
う
し
て
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
先
生
方
と

の
距
離
も
近
く
、
丁
寧
か
つ
熱

心
な
ご
指
導
を
賜
り
、
こ
の
教

養
学
部
に
身
を
置
く
こ
と
が
で

き
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
し

て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
環
境
な
ら
ば

と
、
今
春
よ
り
人
文
社
会
科
学

研
究
科
に
進
学
し
、
研
究
を
続

け
る
こ
と
に
し
た
。
６
月
の
け

や
き
会
総
会
で
は
，
第
１
回
の

学
生
顕
彰
「
け
や
き
賞
」
を
授

与
し
て
い
た
だ
い
た
。
身
に
余

る
光
栄
で
あ
り
、
け
や
き
会
の

皆
様
、
先
生
方
、
お
世
話
に
な
っ

た
全
て
の
方
に
御
礼
を
申
し
上

げ
た
い
。

大
学
院
で
は
、
主
に
現
代
日

本
語
の
補
助
動
詞
（
「
～
し
て

み
せ
る
」
「
～
し
て
お
く
」
等
）

の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
日
本
語
能
力
試
験
N1

レ
ベ
ル

（
最
上
位
レ
ベ
ル
）
」
を
ク
リ

ア
し
た
日
本
語
学
習
者
向
け
の
、

教
科
書
で
は
教
え
て
も
ら
え
な

か
っ
た
学
習
ポ
イ
ン
ト
に
着
目

し
、
そ
れ
を
わ
か
り
や
す
く
提

示
で
き
る
よ
う
に
分
析
・
記
述

す
る
こ
と
を
目
指
す
日
々
で
あ

る
。
こ
の
落
ち
着
い
た
環
境
で
、

こ
れ
か
ら
も
世
代
、
国
籍
を
超

え
て
、
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
研
究
に
励
ん
で
い
き
た
い
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
て

お
声
が
け
い
た
だ
き
、
拙
文
を

掲
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

た
。
や
は
り
ま
だ
学
部
生
だ
し
、

学
生
生
活
に
絡
め
た
事
を
書
こ

う
か
、
と
思
案
し
て
い
た
も
の

の
、
な
か
な
か
筆
が
進
ま
ず
に

い
た
。
ふ
と
、
握
っ
て
い
た
万

年
筆
が
目
に
留
ま
っ
た
。
１
９

９
５
年
製
の
、
月
の
光
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
塗
装
の
万
年
筆
。
キ
ャ
ッ

プ
に
は
、
３
年
前
に
亡
く
な
っ

た
母
方
の
祖
父
の
名
が
刻
ま
れ

て
い
る
。
祖
父
に
つ
い
て
書
こ

う
、
と
思
い
立
っ
た
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
、
家
が
近
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
私
と
妹
は
よ

く
祖
父
母
に
会
い
に
行
っ
た
。

よ
く
甘
や
か
し
て
く
れ
た
の
で
、

祖
父
母
を
訪
ね
る
の
が
大
好
き

だ
っ
た
。
当
時

の
私
は
、
一
言

で
言
う
と
変
わ

り
者
だ
っ
た
。

歴
史
に
興
味

を
持
っ
た
の
が
、

小
学
二
年
生
の

時
。
小
学
四
年
生
の
読
書
感
想

文
を
夏
目
漱
石
で
書
い
た
。
基

本
的
に
同
級
生
と
は
そ
う
い
う

話
は
し
な
か
っ
た
し
、
そ
う
い

う
自
分
に
ち
ょ
っ
と
し
た
的
外

れ
な
矜
持
を
持
っ
て
い
た
も
の

だ
か
ら
、
余
計
に
話
し
相
手
は

い
な
か
っ
た
。

両
親
や
級
友
、
学
校
の
先
生

は
褒
め
こ
そ
し
て
く
れ
た
が
、

歴
史
や
文
学
に
は
て
ん
で
興
味

が
な
か
っ
た
か
ら
、
物
足
り
な

か
っ
た
。
な
ん
な
ら
「
こ
の
本

は
ま
だ
あ
な
た
に
は
早
い
。
も
っ

と
小
学
生
ら
し
い
本
を
読
み
な

さ
い
。
」
と
咎
め
ら
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
祖
父
は
そ
ん
な
私

を
咎
め
る
ど
こ
ろ
か
、
寧
ろ
褒

め
ち
ぎ
っ
て
、
「
こ
れ
も
読
ん

で
み
ろ
」
、
と
三
島
由
紀
夫
の

本
な
ん
か
を
贈
っ
て
く
れ
た
り

し
た
。

褒
め
て
く
れ
る
人
が
い
る
な

ら
読
む
甲
斐
が
あ
る
。
語
っ
て

く
れ
る
相
手
が
い
る
な
ら
学
ぶ

楽
し
み
も
あ
る
。
た
だ
「
難
し

い
本
」
を
読
ん
だ
こ
と
や
、
知

識
が
あ
る
こ
と
を
褒
め
て
く
れ
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祖
父
の
万
年
筆宮

本

日
向
子

日
本
・
ア
ジ
ア
文
化
専
修
課
程

日
本
文
化
専
攻

現
役
生
か
ら

在
学
中
の
後
輩
か
ら
の

ホ
ッ
ト
な
報
告
！

古
本
募
金
で

母
校
の
応
援

古
本
募
金
は

こ
ち
ら
。
↓

埼玉大学古本募金は、古本（ＤＶＤもＯＫ）を

送っていただき、その査定額を埼玉大学基金に

寄付する取り組み。５点以上は送料無料。

詳しくは「埼玉大学 古本募金」で検索して

みてください。


